
（１）  ２０２３年（令和５年）１月１日 第３２号  

   
 

 
 

 

  

東
教
育
財
団
で
は
、
中
央
区
内
の
学

校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
育
成
、
並
び 

に
、
地
域
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
た 

め
、
学
校
教
育
活
動
、
社
会
教
育
・
生

涯
学
習
活
動
、
並
び
に
、
地
域
文
化
・

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

令
和
五
年
度
の
助
成
事
業
に
つ
い

て
は
、
十
月
十
二
日
開
催
の
理
事
会
に

お
い
て
、
募
集
要
項
、
広
報
、
募
集
日

程
等
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。 

   

  

  

 
 

   

 
  

  
 

 
令
和
五
年
度
助
成
事
業
の
申
請
受
付

は
、
二
月
十
日
（
金
）
か
ら
、
二
月
二
十

八
日
（
火
）
ま
で
で
す
。 

※ 

な
お
、
申
請
の
事
前
相
談
は
随
時
受

付
し
て
い
ま
す
。 

 

① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発 

展
に
寄
与
し
、
か
つ
、
当
該
学
校
の
独

自
性
や
特
性
を
持
つ
事
業 

      

 

     

〇 

地
域
の
歴
史
、
伝
統
、
文
化
、
産
業 

等
に
関
す
る
調
査
・
学
習
事
業 

〇 

右
記
の
調
査
・
学
習
に
よ
っ
て
作
成 

し
た
冊
子
等
の
発
行
事
業 

〇 

外
国
に
つ
な
が
り
の
あ
る
児
童
生
徒 

へ
の
日
本
語
等
指
導
事
業 

〇 

姉
妹
校
交
流
事
業 

〇 

伝
統
芸
能
（
文
楽
、
能
等
）
鑑
賞
・ 

学
習
・
発
表
事
業 

〇 

校
内
緑
化
等
自
然
環
境
整
備
事
業 

                              

    

〇 

ク
ラ
ブ
活
動
に
必
要
な
用
具
・
資
材 

の
購
入
・
貸
与
事
業 

〇 

ク
ラ
ブ
活
動
の
地
域
交
流
事
業 

（
例
：
吹
奏
楽
部
が
開
催
す
る
地
域
コ

ン
サ
ー
ト
） 

〇 

ク
ラ
ブ
活
動
等
に
お
け
る
全
国
大

会
等
へ
の
参
加
事
業 

〇 

学
校
周
年
記
念
事
業
（
十
周
年
等
特  

別
に
実
施
す
る
周
年
事
業
に
限
る
） 

② 

社
会
教
育
・生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習 

の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

③ 

地
域
文
化
・ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
地
域
ま
ち 

づ
く
り
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業 

業
た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業 

は
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

   ① 

学
校
教
育
事
業
助
成 

大
阪
市
内
に
所
在
す
る
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
及
び
中
学
校 

   

 

  

「
学
校
教
育
事
業
助
成
説
明
会
」 
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東
教
育
財
団
だ
よ
り 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

謹
賀
新
年 

本
年
も
よ
ろ
し
く 

助

成

対

象

団

体 

令
和
五
年
度
の 

助
成
事
業
を 

募
集
し
ま
す 

助
成
対
象
事
業 

申
請
受
付
期
間 

参 

考 

事 

例 



 
（２）  

② 

社
会
教
育
・生
涯
学
習
事
業
助
成 

大
阪
市
内
に
所
在
す
る
社
会
教
育
・

生
涯
学
習
の
活
動
を
行
う
社
会
教
育
団

体
及
び
生
涯
学
習
団
体 

               

③ 

地
域
文
化
・ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

大
阪
市
内
に
所
在
す
る
地
域
文
化
・

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
団
体 

   

事
業
の
実
施
に
直
接
必
要
と
な
る
経

費 

  

な
お
、
助
成
金
を
助
成
対
象
事
業
以

外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。 

 

令
和
五
年
度
予
算
（
三
月
の
理
事

会
・
評
議
員
会
で
審
議
予
定
）
で
定
め

ま
す
。 

                

な
お
、
令
和
元
年
十
月
九
日
開
催
の

理
事
会
に
お
い
て
、
令
和
二
年
度
以
降

の
助
成
基
準
及
び
限
度
額
は
、
令
和
元 

 

 
 

       

  

年
度
と
同
様
と
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

て
い
ま
す
。 

  

所
定
の
「
助
成
申
請
書
」
に
次
の
書
類

を
添
付
し
て
申
請
受
付
期
間
内
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

〇 

事
業
計
画
書 

〇 

収
支
予
算
書 

〇 

団
体
の
定
款
・
規
約
等
、
役
員
名
簿
、 

直
近
年
度
の
事
業
・
決
算
報
告
書
（
学

校
教
育
事
業
助
成
は
不
要
） 

〇 

実
施
予
定
の
事
業
を
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
・
雑
誌
の
記
事
コ
ピ
ー

等 

 

 

助
成
金
審
査
会
に
お
い
て
公
正
・
公

平
に
審
査
・
選
考
を
行
い
、
理
事
会
に

お
い
て
最
終
的
に
助
成
先
及
び
助
成
金

額
を
決
定
し
ま
す
。 

選
考
の
結
果
は
、
決
定
後
速
や
か
に

申
請
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
（
四
月

下
旬
予
定
）。
な
お
、
選
考
結
果
の
理
由

等
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
は
一
切
応 

    

 
 

             

  

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

 

助
成
対
象
事
業
終
了
後
二
十
日
以
内

に
、
所
定
の
「
実
施
報
告
書
」
に
次
の
書

類
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

〇 

事
業
報
告
書 

〇 

収
支
決
算
書 

〇 

支
出
を
確
認
で
き
る
領
収
書
の
写
し 

〇 

助
成
対
象
事
業
の
写
真
等
事
業
実

施
状
況
を
確
認
で
き
る
資
料 

                  

 

 

「
地
域
文
化
事
業
助
成
説
明
会
」 

 

「
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成
説
明
会
」 

 

 

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
説
明
会
」 

 

審
査
・
選
考 

実

施

報

告 

申
請
時
提
出
書
類 

助

成

限

度

額 

助
成
対
象
と
な
る
経
費 



   
 

（３）  
        

江
戸
時
代
の
大
坂
は
、
町
人
の
ま
ち

と
し
て
栄
え
、
諸
国
物
産
の
集
散
地
と

し
て
「
天
下
の
台
所
」
と
呼
ば
れ
、
近

世
日
本
の
金
融
・
国
際
貿
易
の
中
枢
で

あ
り
、
我
が
国
最
大
の
経
済
都
市
で
あ

っ
た
。 

ま
た
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
前
期
に

か
け
て
の
大
阪
は
、
近
代
紡
績
業
を
中

心
と
す
る
モ
ノ
づ
く
り
の
町
と
し
て
発

展
し
、
東
洋
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
と
称

さ
れ
、「
煙
の
都
」
の
異
名
を
持
っ
て
い

た
。 大

阪
は
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
、
人
口
・
面
積
・
経
済
力
が

日
本
一
と
な
り
、
東
京
を
凌
ぐ
大
都
市

に
な
っ
た
。
多
く
の
会
社
や
ビ
ル
が
建

築
さ
れ
て
建
ち
並
び
、
俗
に
「
大
大
阪

時
代
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
船
場
は
大

大
阪
時
代
に
発
展
し
た
エ
リ
ア
で
あ

り
、
現
在
も
そ
の
こ
ろ
の
建
築
が
多
く

残
っ
て
い
る
。 

中
央
区
船
場
に
残
る
レ
ト
ロ
で
モ
ダ

ン
な
建
築
物
を
探
っ
て
み
た
。 

 

  

         
① 
大
阪
市
中
央
公
会
堂 

 

大
阪
の
近

代
建
築
の
代
表
と
言
え
ば
中
央
公
会
堂

で
あ
る
の
で
、
北
区
中
之
島
に
所
在
す

る
が
、
最
初
に
取
り
上
げ
る
。 

・  

北
区
中
之
島
一
丁
目
に
所
在
す
る
集

会
施
設 

          

・  

大
正
七(

一
九
一
八)

年
、
株
式
仲
買 

     

  

人
岩
本
栄
之
助
の
寄
付
金(

百
万
円)

で

建
設 

・ 

辰
野
金
吾
・
片
岡
安
が
実
施
設
計
。 

鉄
骨
煉
瓦
造
地
上
三
階
・
地
下
一
階
建

て
。
意
匠
は
ネ
オ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
様
式

を
基
調
と
し
つ
つ
、
バ
ロ
ッ
ク
的
な
壮

大
さ
を
持
つ
。 

・ 

日
本
有
数
の
公
会
堂
建
築
で
あ
り
、 

外
観
・
内
装
と
も
に
意
匠
の
完
成
度
が

高
く
、
日
本
の
近
代
建
築
史
上
重
要
な

も
の
と
し
て
平
成
十
四(

二
〇
〇
二)

年
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定 

② 

三
井
住
友
銀
行
大
阪
本
店 

現
在

は
三
井
住
友
銀
行
大
阪
本
店
に
な
っ
て

い
る
が
、
元
は
、
旧
住
友
銀
行
大
阪
本

店
で
あ
る
。 

・
中
央
区
北
浜
四
丁
目
、
通
称
「
住
友 

村
」
に
あ
る
住
友
財
閥
の
拠
点
と
し
て 

建
て
ら
れ
た
建
築
物 

・ 

ビ
ル
建
設
に
当
た
り
十
五
代
当
主
住 

友
吉
左
衛
門
友
純
は
、
住
友
本
店
に
設

計
部
門 (

現
在
の
日
建
設
計)

を
つ
く

り
、主
体
工
事
は
大
林
組
が
請
負
っ
た
。 

・ 

工
事
は
二
期
に
分
け
ら
れ
、
第
一
期 

(

北
側)

は
大
正
十
五 (

一
九
二
六)

年
、

第
二
期(

南
側)

は
昭
和
五 

(

一
九
三

〇)
年
に
竣
工
し
、住
友
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

は
完
成
し
た
。 

外
壁
が
淡
い
ク
リ
ー
ム
色
の
堂
々
と

し
た
大
規
模
な
建
築
物
で
、
イ
オ
ニ
ア

式
と
呼
ば
れ
る
神
殿
風
の
石
柱
を
配
し 

  

  

た
玄
関
や
米
国
製
ガ
ラ
ス
を
使
っ
た
内

部
天
井
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
重
厚

で
端
正
且
つ
上
品
な
印
象
を
与
え
る
。 

・ 

終
戦
直
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
同
ビ
ル
の
五
・ 

六
階
を
接
収
し
て
、
第
六
軍
第
一
軍
団

の
司
令
部
を
置
い
た
。 

              

③ 

大
阪
倶
楽
部 

 

大
阪
俱
楽
部
は
、 

大
正
元(

一
九
一
二
）
年
に
設
立
さ
れ
た

中
央
区
今
橋
四
丁
目
に
所
在
す
る
会
員

制
社
交
ク
ラ
ブ 

・ 

大
正
三(

一
九
一
四)

年
に
住
友
本
店

の
設
計
部
門
が
設
計
し
創
建
さ
れ
た
旧

館
が
大
正
十
一
年
に
失
火
の
た
め
焼
失

し
、
大
正
十
三(

一
九
二
四)

年
に
現
在

の
建
物
が
再
建
さ
れ
た
。 

・ 

設
計
は
片
岡
安
設
計
事
務
所
の
安
井

武
雄
。
素
焼
き
タ
イ
ル
の
外
壁
に
、
石 

             

 

 
大
阪
の
街
を
行
く 

大
正
ロ
マ
ン
建
築 

 



                             

  （４） 

 
の
ア
ー
チ
な
ど
南
欧
ス
タ
イ
ル
を
取
り

入
れ
つ
つ
、
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
風
の
石

柱
や
唐
草
の
縁
取
り
な
ど
細
部
の
彫
刻

に
は
東
洋
・
中
東
の
モ
チ
ー
フ
が
施
さ

れ
、
安
井
の
自
由
形
式
の
代
表
例
と
さ

れ
る
。 

          

④ 

日
本
基
督
教
団
浪
花
教
会 

日
本
基

督
教
団
浪
花
教
会
は
、
明
治
十(

一
八
七

七)

年
に
創
立
さ
れ
た
日
本
初
の
自
給

(

海
外
か
ら
の
援
助
を
受
け
な
い)

教
会

「
浪
花
公
会
」
で
あ
っ
た
。
※ 

当
時
は
教
会

で
は
な
く
「
公
会
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
。 

・ 

中
央
区
高
麗
橋
二
丁
目
に
所
在
す
る

現
在
の
教
会
堂
は
、
昭
和
五(

一
九
三

〇)

年
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
指

導
で
、
竹
中
工
務
店
の
設
計
・
施
工
に

よ
り
建
設
。
三
休
橋
筋
に
面
し
て
建
つ
。 

・ 

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
尖
塔
窓
と
黄
色
や

緑
色
の
色
ガ
ラ
ス
で
飾
ら
れ
、
意
匠
性

の
高
い
塔
屋
を
持
つ
地
上
三
階
の
建

物
。 

  

   
          

⑤ 

青
山
ビ
ル 

青
山
ビ
ル
は
、
中
央

区
伏
見
町
二
丁
目
に
所
在
す
る
歴
史

的
建
造
物 

・ 
大
正
十(

一
九
二
一)

年
に
個
人
の
邸 

宅
と
し
て
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル

で
造
ら
れ
た
。
甲
子
園
球
場
か
ら
株
分

け
さ
れ
た
蔦
で
覆
わ
れ
、
一
階
に
は
老

舗
の
喫
茶
店
が
入
っ
て
い
る
。 

       

⑥  

伏
見
ビ
ル 

伏
見
ビ
ル
は
、
中
央

区
伏
見
町
二
丁
目
、
青
山
ビ
ル
の
西
側

に
隣
接
す
る
、
八
十
年
の
歴
史
を
持
つ 

    

   

 
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル 

・ 

大
正
十
二(

一
九
二
三)

年
に
長
田
岩

次
郎
の
設
計
で
「
澤
野
ビ
ル
」
と
し
て

建
設
。
コ
ー
ナ
ー
に
丸
み
の
あ
る
外
観

が
特
徴
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三

階
建
て
で
、
当
時
と
し
て
は
め
ず
ら
し

い
ホ
テ
ル
と
し
て
人
目
を
引
い
た
。 

         

・ 

昭
和
の
は
じ
め
頃
、
ビ
ル
の
所
有
者 

が
替
わ
り
、
建
物
は
ホ
テ
ル
か
ら
テ
ナ

ン
ト
ビ
ル
と
な
っ
た
。
現
在
で
も
、
事

務
所
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
が
入
居
す

る
ビ
ル
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。 

⑦ 

芝
川
ビ
ル 

芝
川
ビ
ル
は
、
中
央

区
伏
見
町
三
丁
目
に
所
在
す
る
歴
史

的
建
造
物 

・ 
昭
和
二(

一
九
二
七
）
年
の
竣
工
。 

基
本
設
計
は
渋
谷
五
郎
、
意
匠
設
計
は

本
間
乙
彦
、
施
主
は
不
動
産
業
の
芝
川

又
四
郎
。
関
東
大
震
災
を
踏
ま
え
、
耐

震
・
耐
火
性
に
富
む
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
導
入
。 

・ 

戦
前
ま
で
は
「
芝
蘭
社
家
政
学
園
」 

 

   
 （

花
嫁
学
校
）、
現
在
は
高
級
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
店
や
オ
シ
ャ
レ
な
パ
ン
屋
が
入
る
テ

ナ
ン
ト
ビ
ル 

          

⑧  

船
場
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ 

中
央
区
淡

路
町
二
丁
目
に
所
在
す
る
歴
史
的
建
造

物 

          

・ 

大
正
十
四(

一
九
二
五
）
年
建
築
の
オ

フ
ィ
ス
と
住
宅
を
併
せ
持
つ
革
新
的
な

建
物
。
設
計
は
村
上
徹
一
。
竣
工
直
後

は
住
宅
も
存
在
し
、
馬
車
等
も
入
れ
る

機
能
性
重
視
の
設
計 （

槇 

野 

勝
・
記
） 

  

 


